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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社が過年度に提出した有価証券報告書等において、賃貸不動産の減損処理および事業譲受に関するのれんの

減損処理について、訂正の対象となり得る不適切と思われる会計処理が存在する疑義が生じたため、専門的かつ客

観的な見地から、事実関係の正確な把握と当該会計処理の調査分析等を行うため、外部の専門家から構成される第

三者調査委員会を設置し、平成24年12月7日付で調査報告書を受領いたしました。

当社は、調査報告を受けて検討した結果、過年度の決算を訂正するとともに、平成21年３月期から平成24年３月

期までの有価証券報告書および平成22年３月期第１四半期から平成24年３月期第３四半期までの四半期報告書に

ついて訂正報告書を提出することといたしました。

つきましては、平成23年８月15日に提出いたしました第22期第１四半期(自　平成23年４月１日　至　平成23年６

月30日)の四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、金融商品取引法第24条の４の７第

４項の規定に基づき、当該四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後

のXBRL形式のデータ一式(表示情報ファイルを含む)を提出いたします。

訂正後の四半期連結財務諸表については、清新監査法人により、再度四半期レビューを受けており、その四半期

レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】

第一部  企業情報

第１  企業の概況

１  主要な経営指標等の推移

２  事業の内容

第２  事業の状況

１  事業等のリスク

２  経営上の重要な契約等

３  財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1)経営成績の分析

(2)財政状態の分析

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

(5)研究開発活動

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

(7)経営者の問題意識と今後の方針

第４  経理の状況

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について

１  四半期連結財務諸表

(1)四半期連結貸借対照表

(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

追加情報

注記事項

(四半期連結貸借対照表関係)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

(株主資本等関係)

(セグメント情報等)

セグメント情報

(１株当たり情報)

(重要な後発事象)

２  その他

第二部  提出会社の保証会社等の情報

 

 

３【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第21期
第１四半期
連結累計期間

第22期
第１四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (千円) 4,962,286 5,224,679 20,545,940

経常利益 (千円) 96,990 69,416 617,607

四半期（当期）純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △91,747 11,117 317,737

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △128,866 22,306 314,083

純資産額 (千円) 615,226 955,935 1,016,355

総資産額 (千円) 10,663,341 10,853,240 10,942,706

１株当たり四半期（当期）純利
益又は１株当たり四半期純損失
（△）

(円) △11.11 1.35 38.47

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 5.8 8.6 9.2

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) 162,692 279,306 557,182

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △41,646 △378,547 △74,804

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △200,364 △43,189 △498,097

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 705,611 626,781 769,211

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含んでおりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４  第21期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業会計基準第

25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にある

ものの、上向きの動きがみられるようになりました。生産にも同様な傾向がみられ、個人消費も下げ止まってきまし

た。先行きについては、サプライチェーンの立て直しが進み、生産活動が回復していくのに伴い、景気が持ち直してい

くことが期待されます。

介護サービス業界においては、平成23年６月15日に改正介護保険法が成立し、単身・重度の要介護者等にも対応し

うるサービスを整備するため、平成24年４月から「24時間対応の定期巡回・随時対応サービス」が新たに創設される

ことになりました。

このような状況のもと、当社グループの業績は、前連結会計年度に進めた施策の効果により、既存事業については前

年同四半期比及び計画比で増収増益となりましたが、新規事業所の開設や「24時間対応の定期巡回・随時対応サービ

ス」創設に向けた準備のための先行投資を計画どおり実行したことにより、全体では営業利益、経常利益とも前年同

四半期比で減益となりました。また、新たに自社使用から賃貸不動産となった物件について、固定資産の減損処理を

行っております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高5,224百万円（前年同四半期比5.3％増）、営業利益95百万

円（前年同四半期比29.7％減）、経常利益69百万円（前年同四半期比28.4％減）、四半期純利益11百万円（前年同四

半期は、四半期純損失91百万円）となりました。

　

セグメントの業績と具体的な取り組み状況を示すと、次のとおりです。

なお、当第１四半期連結累計期間より、営業費用の配賦方法を変更しております。セグメント情報の期間比較可能性

を確保するために、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報について、営業費用の配賦方法変更後の金額を記載

しております。詳細は、第４［経理の状況］１［四半期連結財務諸表］（セグメント情報等）をご覧下さい。
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①訪問系居宅サービス

　主力の訪問介護事業については、質の高い事業所に認められる特定事業所加算（一定の要件を満たすと介護報酬

が10％又は20％加算される制度）を全国の全ての事業所において取得したことにより収益性が向上しました。ま

た、「24時間対応の定期巡回・随時対応サービス」のモデル事業受託に向けた準備を進めました。

売上高は、2,939百万円と前年同四半期と比べて33百万円（1.2％）の増収、セグメント利益（営業利益）は、392

百万円と前年同四半期と比べて30百万円（8.5％）の増益となりました。

　

②施設系居宅サービス

通所介護事業及び小規模多機能型居宅介護事業については、利用者増と稼働率・登録率の向上により増収増益と

なりました。また、平成23年４月に認知症対応型生活介護と小規模多機能型居宅介護を併設した包括ケア拠点を

１ヶ所開設するとともに、アセスメント施設（短期入所生活介護）の開設に向けた準備を進めました。

売上高は、969百万円と前年同四半期と比べて54百万円（5.9％）の増収、セグメント利益（営業利益）は、11百万

円と前年同四半期と比べて１百万円（11.0％）の増益となりました。

　

③その他居宅サービス

介護保険制度以外のサービス供給体制の整備を目的として、生活利便サービスを開発いたしました。これは①要

介護高齢者、一般高齢者世帯（独居・高齢者世帯）への生活利便なサービスの提供②食事・日用品の宅配から、日

常生活の様々な困りごとの代行サービスの提供であります。

また、居宅介護支援事業については、前連結会計年度において人員を増やした効果が現れ、増収増益となりまし

た。

売上高は、799百万円と前年同四半期と比べて55百万円（7.5％）の増収、セグメント損失（営業損失）は、５百万

円と前年同四半期と比べて15百万円改善しました。

　

④居住施設サービス

介護付有料老人ホーム事業については、平成22年11月に２施設（グリーン東京・ウェルピア市川）を事業譲受

し、平成22年12月に２施設を事業譲渡しましたが、施設改修費用等の経費が増加し、増収減益となりました。

売上高は、454百万円と前年同四半期と比べて112百万円（32.8％）の増収、セグメント損失（営業損失）は、78百

万円となりました（前年同四半期は、セグメント利益30百万円）。

　

⑤その他

「その他」の中に含まれる事業のうち、食事・食材提供事業は、介護付有料老人ホーム２施設を譲り受けたこと

により、売上高は増加しました。

売上高は、223百万円と前年同四半期と比べて44百万円（24.7％）の増収、セグメント利益（営業利益）は、２百

万円となりました（前年同四半期は、セグメント損失0百万円）。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて89百万円減少し、10,853百万円となりまし

た。これらは、主に現金及び預金140百万円、受取手形及び売掛金174百万円、その他流動資産122百万円の減少、有形固

定資産116百万円、無形固定資産180百万円の増加によるものです。

負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べて29百万円減少し、9,897百万円となりました。これらは、主に未

払金115百万円、長期借入金145百万円の減少、短期借入金180百万円、その他流動負債72百万円の増加によるものです。

純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて60百万円減少し、955百万円となりました。これらは、主に四

半期純利益11百万円を計上しましたが、配当金の支払により82百万円減少したことなどによるものです。

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは営業活動によるキャッシュ・フローが279百万円の収

入、投資活動によるキャッシュ・フローが378百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが43百万円の支出と

なりました。この結果、当第１四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ142百万円減

少し、626百万円(前連結会計年度末比18.5％減)となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益24百万円を計上し、売上債権182百万円、未収入金

77百万円、たな卸資産4百万円の減少、未払金8百万円の増加等により、279百万円の収入となり、前年同四半期に比べ

116百万円収入が増加いたしました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは378百万円の支出となりました。これらの主な要因は、有形固定資産の取得に

よる支出104百万円、無形固定資産の取得による支出213百万円、敷金及び保証金の差入れによる支出42百万円等によ

るものです。前年同四半期に比べ336百万円支出が増加いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは43百万円の支出となりました。これらの主な要因は、長期借入金の返済による

支出205百万円、配当金の支払額74百万円、短期借入金の増加額150百万円、長期借入れによる収入90百万円等によるも

のです。前年同四半期に比べ157百万円支出が減少いたしました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

当連結会計年度は、平成24年度改正介護保険法施行及び介護報酬改定において「24時間対応の定期巡回・随時対応

サービス」が創設されることを受けて中期経営戦略の見直しを行い、以下の重点課題を設定しました。今後、実行に向

けて新たな中期経営計画を策定する予定です。

a. 中・重度要介護者の在宅生活を支える介護システムの拡大展開

b. 社会保障制度に依存しない生きがい事業の開発及び拡大

c. 全国主要都市での事業展開（西日本への進出）

d. 事業提携を通じた人材、ノウハウ、インフラの補強とＭ＆Ａによる事業展開のスピードアップ

e. 介護人材の専門性の向上及び優秀な介護・医療専門人材の確保

f. 組織の再編

なお、f. 組織の再編の一環として、平成23年10月１日に連結子会社である株式会社ジャパンケアサービスと株式会

社ジャパンケアサービス東日本を合併します。

　

(7) 経営者の問題意識と今後の方針

　当社グループの経営陣は、平成24年度改正介護保険法施行及び介護報酬改定が当社グループの経営環境に影響を及

ぼすと認識しています。その中で、要介護高齢者が住み慣れた地域や住まいで最期まで暮らし続けることを可能にす

るため、「24時間対応の定期巡回・随時対応サービス」が創設されることになりました。当社グループは夜間対応型

訪問介護を開発して以降、すでに一部地域において24時間365日体制で訪問介護サービスを提供しております。「24時

間対応の定期巡回・随時対応サービス」については、平成23年度にモデル事業が先行実施されることになっており、

当社グループは蓄積したノウハウを基盤として、当該モデル事業の受託に向けて準備を進めるとともに、 中・重度の

要介護高齢者の在宅介護を支えるサービス・システムの開発及び展開を加速する方針です。

また、今後安定的に成長していくためには、介護サービスの担い手である介護人材の質的量的な確保が不可欠とな

ります。社会保障政策、産業政策、労働政策のいずれにおいても介護分野を重点分野の一つと位置づけているものの、

介護労働市場は他の産業の景気動向に左右されやすいという特徴を依然として有しており、今後の政策動向及び景気

動向を注視していく必要があります。当社グループの経営陣は、究極的には他産業と比しても魅力ある処遇の実現と

人材教育への投資が必要になると認識しておりますが、このことは人件費の上昇要因となるため、この点においても

政策動向を注視するとともに、社会保障制度に依存しない新規事業を開発し成長させる方針です。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表について、清新監査法人による四半期レビューを受けております。

　　また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、清新監査法人による四半期レビューを受け、改めて四半期レビュー報告書

を受領しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部   

　流動資産   

　　現金及び預金 902,790 762,579

　　受取手形及び売掛金 3,409,948 3,235,525

　　商品 3,996 1,485

　　原材料及び貯蔵品 64,699 62,877

　　その他 548,605 426,254

　　貸倒引当金 △22,189 △23,238

　　流動資産合計 4,907,849 4,465,483

　固定資産   

　　有形固定資産   

　　　建物及び構築物（純額） 1,538,684 1,555,153

　　　土地 1,013,737 982,558

　　　その他（純額） 119,338 250,171

　　　有形固定資産合計 2,671,759 2,787,883

　　無形固定資産   

　　　のれん 1,107,629 1,087,446

　　　その他 107,006 308,076

　　　無形固定資産合計 1,214,636 1,395,523

　　投資その他の資産   

　　　投資その他の資産 2,132,316 2,188,983

　　　貸倒引当金 △2,806 △2,771

　　　投資その他の資産合計 2,129,509 2,186,211

　　固定資産合計 6,015,905 6,369,617

　繰延資産   

　　社債発行費 18,950 18,138

　　繰延資産合計 18,950 18,138

　資産合計 10,942,706 10,853,240

負債の部   

　流動負債   

　　買掛金 198,705 193,686

　　短期借入金 3,671,658 3,852,481

　　未払金 1,287,629 1,172,585

　　未払法人税等 88,130 23,632

　　その他 445,330 518,101

　　流動負債合計 5,691,453 5,760,486
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(単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

　固定負債   

　　社債 599,040 599,040

　　長期借入金 2,675,870 2,529,923

　　退職給付引当金 342,651 362,191

　　その他 617,335 645,663

　　固定負債合計 4,234,897 4,136,817

　負債合計 9,926,350 9,897,304

純資産の部   

　株主資本   

　　資本金 3,030,859 3,030,859

　　資本剰余金 683,343 683,343

　　利益剰余金 △2,676,196 △2,747,671

　　自己株式 △958 △1,092

　　株主資本合計 1,037,046 965,438

　その他の包括利益累計額   

　　その他有価証券評価差額金 △29,968 △31,930

　　繰延ヘッジ損益 △1,811 △1,682

　　その他の包括利益累計額合計 △31,780 △33,613

　少数株主持分 11,088 24,111

　純資産合計 1,016,355 955,935

負債純資産合計 10,942,706 10,853,240
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

売上高 4,962,286 5,224,679

売上原価 4,230,058 4,465,353

売上総利益 732,228 759,326

販売費及び一般管理費 596,267 663,806

営業利益 135,960 95,519

営業外収益   

　受取利息 4,678 4,361

　受取配当金 5,043 5,050

　受取地代 1,147 14,592

　補助金収入 5,292 20,630

　その他 3,785 9,578

　営業外収益合計 19,945 54,212

営業外費用   

　支払利息 45,530 41,042

　その他 13,386 39,273

　営業外費用合計 58,916 80,315

経常利益 96,990 69,416

特別損失   

　固定資産除却損 － 32

　減損損失 － 44,255

　投資有価証券評価損 296 913

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 28,814 －

　役員退職慰労金 162,512 －

　特別損失合計 191,623 45,202

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△94,632 24,214 

法人税、住民税及び事業税 20,573 21,258 
法人税等調整額 △23,459 △21,184 
法人税等合計 △2,885 74 
少数株主損益計算書調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△91,747 24,139 

少数株主利益 － 13,022 
四半期純利益又は四半期純損失（△） △91,747 11,117 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

少数株主損益計算書調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△91,747 24,139

その他の包括利益   

　その他有価証券評価差額金 △36,740 △1,962

　繰延ヘッジ損益 △379 128

　その他の包括利益合計 △37,119 △1,833

四半期包括利益 △128,866 22,306

（内訳）   

　親会社株主に係る四半期包括利益 △128,866 9,284

　少数株主に係る四半期包括利益 － 13,022
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

　税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△94,632 24,214

　減価償却費 49,578 80,395

  減損損失 － 44,255

　のれん償却額 20,183 20,183

　退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,564 19,539

　貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,199 1,013

　受取利息及び受取配当金 △9,721 △9,411

　支払利息 45,530 41,042

　固定資産除却損 － 32

　投資有価証券評価損益（△は益） 296 913

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 28,814 －

　補助金収入 △5,292 △20,630

　売上債権の増減額（△は増加） △29,903 182,981

　たな卸資産の増減額（△は増加） 22,533 4,332

　未収入金の増減額（△は増加） △41,494 77,488

　仕入債務の増減額（△は減少） 2,249 △5,019

　未払金の増減額（△は減少） 215,648 8,791

　その他 63,228 △122,084

　小計 269,384 348,039

　利息及び配当金の受取額 22,046 20,826

　利息の支払額 △58,213 △49,878

　補助金の受取額 3,000 36,403

　法人税等の支払額 △73,524 △76,084

　営業活動によるキャッシュ・フロー 162,692 279,306

投資活動によるキャッシュ・フロー   

　拘束性預金の増減額（△は増加） △2,379 △2,219

　有形固定資産の取得による支出 △1,148 △104,798

　有形固定資産の売却による収入 － 589

　無形固定資産の取得による支出 － △213,600

　貸付金の回収による収入 143 579

　敷金及び保証金の差入による支出 △20,349 △42,389

　敷金及び保証金の回収による収入 3,235 9,839

　投資有価証券の取得による支出 △50,000 －

　長期前払費用の取得による支出 △1,521 △26,448

　その他 30,374 △100

　投資活動によるキャッシュ・フロー △41,646 △378,547
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(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

　短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 150,000

　長期借入れによる収入 － 90,000

　長期借入金の返済による支出 △196,787 △205,124

　自己株式の取得による支出 － △133

　リース債務の返済による支出 △2,506 △3,860

　配当金の支払額 △101,071 △74,070

　財務活動によるキャッシュ・フロー △200,364 △43,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △79,318 △142,429

現金及び現金同等物の期首残高 784,929 769,211

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1　705,611 ※1　626,781
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【追加情報】

 
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

 

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 
前連結会計年度

(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成23年６月30日)

　偶発債務   　偶発債務  

　　　　債権譲渡高 382,795千円　　　　債権譲渡高 417,240千円

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

 
※１ 現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

 

現金及び預金勘定 798,988千円

拘束性預金 △93,377千円

現金及び現金同等物 705,611千円

 
※１ 現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

 

現金及び預金勘定 762,579千円

拘束性預金 △135,798千円

現金及び現金同等物 626,781千円

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自平成22年４月１日  至平成22年６月30日)

　１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月２日
取締役会

普通株式 82,605 10平成22年３月31日平成22年６月22日利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自平成23年４月１日  至平成23年６月30日)

　１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月２日
取締役会

普通株式 82,592 10平成23年３月31日平成23年６月22日利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

訪問系
居宅
サービス

施設系
居宅
サービス

その他
居宅
サービス

居住施設
サービス

計

売上高          

外部顧客への
売上高

2,905,373915,142743,318341,9884,905,82356,4634,962,286 － 4,962,286

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － 122,977122,977△122,977 －

計 2,905,373915,142743,318341,9884,905,823179,4415,085,264△122,9774,962,286

セグメント利益
又は損失(△)

361,33210,372△20,732 30,281381,254 △735 380,518△244,557135,960

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、労働者派遣事業、食事・食材の提供事業及びソフ

トウェア開発事業等を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△244,557千円には、セグメント間取引消去1,515千円及び各セグメントに配分していない全社費

用△246,072千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

訪問系
居宅
サービス

施設系
居宅
サービス

その他
居宅
サービス

居住施設
サービス

計

売上高          

外部顧客への
売上高

2,939,024969,200799,308454,2965,161,83062,8495,224,679 － 5,224,679

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － 160,919160,919△160,919 －

計 2,939,024969,200799,308454,2965,161,830223,7685,385,598△160,9195,224,679

セグメント利益
又は損失(△)

392,07011,510△5,289△78,942319,349 2,793 322,143△226,62395,519

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、労働者派遣事業、食事・食材の提供事業等を含ん

でおります。

２  セグメント利益の調整額△226,623千円には、セグメント間取引消去28,148千円及び各セグメントに配分していない全社費

用△254,772千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社ジャパンケアサービスグループ(E03297)

訂正四半期報告書

17/20



２．営業費用の配賦方法の変更

　従来、営業費用の配賦方法については、各セグメントとの関連が不明確な一般管理費等及び各セグメントに帰属しな

い一般管理費等を「その他」に含めて表示しておりましたが、セグメント別の損益をより明瞭に表示するために、当

第１四半期連結累計期間より、それぞれの費用の性質に応じ、合理的な配賦基準に基づき、各セグメントに配賦し、か

つ、各セグメントに帰属しない一般管理費等を全社費用として「調整額」に含める方法に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報も変更後の配賦基準で表示しております。

 

　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又は、のれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　「その他」セグメントにおいて、当社の賃貸資産について減損損失を計上しております。

　　　なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期内においては、44,255 千円であります。

 

(１株当たり情報)

      １株当たり四半期純利益（△は純損失）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は純損失(円） △11.11 1.35

（算定上の基礎）   

  四半期純利益(△は純損失) (千円) △91,747 11,117

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る四半期純利益(△は純損失)(千円) △91,747 11,117

  期中平均株式数(千株) 8,260 8,259

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 
平成23年６月２日開催の取締役会において、平成23年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　  　   82,592 千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 10 円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成23年６月22日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成24年12月10日

株式会社 ジャパンケアサービスグループ
取締役会　御中
 

清　新　監　査　法　人  

代表社員
公認会計士 西　村　　　寛 印

業務執行社員

業務執行社員 公認会計士 宇田川　　和　彦 印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会
社ジャパンケアサービスグループの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半
期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４
月１日から平成23年６月30日まで）に係る訂正報告書の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四
半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表
に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施さ
れる質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般
に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続で
ある。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥
当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャパンケアサービスグループ及び連結
子会社の平成23年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績
及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
 
その他の事項
四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正してい
る。なお、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成23年８月12日に四半期レビュー報告書を提
出した。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 

 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)

が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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